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Fig．6　Location　of　submarine　springs　found　near
　　　　Tijiwa　Coast．
Table　l　Comparison　of　water　temperature　and
　　　　　　salt　concentration　between　submarine
　　　　　　springs　and　sea　water．
水温CC） 塩分濃度（％。）
海岸湧出水（1）
@　　　　（2）
12．7
P3．1
16．2
P6．9
海　　　水（1）
@　　　　（2）
13．2
P3．3
20．2
Q0．5
（注）海水の（1），（2）はそれぞれ海岸湧出水の（1），（2）の
　　　近くで採取したものである．
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Fig。7　Points　for　survey　carried　outづ〃s♂’z6　along
　　　　Taradake　Coast．
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測定した．Fig．8，　Fig．9にそれぞれ塩分濃度と水温の
測定結果を示す．塩分濃度はポイント（1），（4）が全体的
に，（5）が水表面付近で低くなっている．また，水温は
ポイント（2），（4），（5）の水表面付近，ポイント〈3）の海中
全体でそれぞれ高くなっている．
（3）西彼杵半島の古泊・小口沿岸
　西彼杵半島の沿岸でも，千々石海岸と同じく2回に
分けて実測調査を行った．第1回目は1990年1月27日
の午後，Fig．10に示すように湧水箇所と思われる古泊
沿岸の9ポイントと小口沿岸の2ポイントを測定した。
このとき，ポイント（3），（4），（5），（9），（1①，qDの塩分濃
度が低い値を示したので，第2回目は，1990年2月2
日の午後，代表としてポイント（1），（2），（4），（10＞，（1Dを
測定し，その他に湧水箇所ではないA地点の海水の水
温と塩分濃度を測定して，違いがみられるか比較した．
1 2 3
この結果，ポイント（4）が他と比べて水温が高く，塩分
濃度が低くなった．第1回目と第2回目の実測調査の
測定結果をTable　2に示す．
　なお，これらの地域では海岸部の水深が浅く，水表
面付近だけを測定した．
4 5
　塩分濃度（％の
25　　28　　31
（1）
（2）
（3＞．
（4）
（5）
（6）
’（7＞
〈8）
（9）
1
1（km）
Fig．10　Points　for　survey　carried　out　珈　s魏6
　　　　along　Furudomari　and　Oguchi　Coasts．
0
2
4
Fig．8　Distribution　of　salt　concentration　in　each
　　　points　shown　in　Fig．7．
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　　　　水温（℃）
11．9　12．4　12．9
Table　2　Results　of　survey　at　each　points　shown
　　　　in　Fig．10．
　　　　　　　　　（a）第1回
5
　0
言
）2
腿
　4
ポイント 水温（℃） 塩分濃度（％。）
1 11．4 33．5
2 10．5 32．0
3 9．7 30．5
4 9．7 25．2
5 9．9 27．8
6 10．2 32．7
7 10．1 31．0
8 10．2 33．0
9 11．2 27．5
10’ 9．5 26．5
11 9．4 26．5
Fig．9　Distribution　of　water　temperature　in　each
　　　points　shbwn　in　Fig．7．
（b）第2回
ポイント 水温ec） 塩分濃度（％。）
1 10．2 30．5
2 10．3 30．0
4 10．7 27．8
10 10．3 3ユ．0
11 ‘10．3 31．0
A 10．4 33．5
（注）Aは非湧水箇所のポイント
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4．考　　察
　現地調査を行った各地域ごとの考察を以下に記す．
（1）島原半島の千々石海岸6）
　千々石海岸での第1回目の調査において，ブロック
（4），（5）の水表面付近で塩分濃度および水温が低くなっ
ているのは，河川水の流入の影響と考えられる．ブロッ
ク（1）の場所は河川の河口から離れており，海底から地
下水が湧き出している可能性が高い．海中の中層付近
のみ極端に塩分濃度が下がっているのは，海底の湧水
口が測定した箇所と少し離れているため，海中で地下
水が拡散し横に拡がったためと考えられる．ブロック
（1）の水温には特に変化が現われていないが，これは調
査を行った10月下旬は地下水と海水の温度差がほとん
どないためであると思われる．
　第2回の現地調査では，見つかった湧水箇所の水温
は，海水とほとんど変わらなかったが，塩分濃度は海
水が約20％。程度であったのに対して，湧き水は約16％。
程度とわずかではあるが低い結果となっている．これ
は淡水である地下水が，海水と地中で混合し潮が引い
た海岸線の近くで湧き出しているためと考えられる．
塩分濃度が海水とほぼ同じ湧水箇所があるのに対して，
このように海水よりもやや低い湧水箇所が存在すると
いうことは，地中に地下水が流れる層があることを意
味し，淡水湧出の可能性がある場所であることを示唆
するものである．海水の塩分濃度自体がやや低かった
のは，観測した少し前に雨が降っていたので，その影
響のためであると思われる．
（2）多良岳沿岸の三越付近
　多良岳沿岸の現地観測を行った12月は，地下水の方
が海水よりも温度が高い．したがって，地下水が海岸
から湧出していれば，水温は高く，塩分濃度は低くな
る．以下，各観測点について考察する．
　ポイント（1）は全体的に塩分濃度が低くなっているが，
水温も低くなっている．これは地下水の湧出の影響と
いうよりも，海流によって濃度差が生じたためと考え
られる．
　ポイント（2），（3）については，塩分濃度も低くないた
め，地下水が湧出している可能性は薄いと考えられる．
ポイント（2）の水表面付近とポイント（3）で全体的にそれ
ぞれ水温が高くなっているのは，観測した時間帯が正
午頃で，海面に日光が当たったため，ポイント（2）では
水表面近くで温度が高くなり，ポイント（3）では水深が
浅いことから海底も暖められ全体的に水温が高くなっ
たと推測される．
　ポイント（4）は海面との海中の温度差がそれほど大き
くなく，河川も近くにないことから，塩分濃度が低く
なっているのは，地下水湧出の影響の可能性が高いと
思われる．
　ポイント（5）は近くに河川があり，また海面と海中の
温度差が著しいことから，塩分濃度が低くなっている
のは，この河川水が拡散しているためと考えられる．
（3）西彼杵半島の古泊・小口沿岸
　西彼杵半島沿岸の現地観測を行った1月および2月
は，地下水の方が海水よりも温度が高い．
　第1回目，第2回目の測定で総合していえることは，
古泊のポイント（4）の箇所付近が湧水のある可能性が高
いということである．第1回目の測定では，ポイント
（3），（4），⑤の付近において塩分濃度が低くなっている
が，水温は高くなっている．これは，測定時にその付
近が日陰になっていたためである．これに対し，第2
回目の測定では，ポイント（4）は他と比べ塩分濃度が低
いのに対し，温度は高くなっている．この2回目の測
定した時刻はほぼ正午頃で，日光がどの測定点にも均
等に当たっており，このような差が現われたというこ
とは，ポイント（4）が湧水箇所である可能性が高いとい
える．
　小口のポイント⑩，（1Dでは近くに小さな河川があり，
この河川水の流量および拡散の程度により，水温，塩
分濃度が変わり得る．したがって現時点では，このと
ころの湧水の可能性は低いといえる．
5．むすび
　今回の実測調査で，島原半島では千々石海岸のポイ
ント（1），多良岳有明海沿岸では三越のポイント（4），西
彼杵半島では古泊のポイント（4）で，海底から地下水が
湧出している可能性が高いことがいえた．
　今後，千々石海岸については正確な地下水湧水口が
見つかるようさらに詳細な観測を続け，道学，古泊沿
岸では海洋実測調査を行う必要がある．
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